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川
間
駅
北
口
広
場
の
整
備
や

     

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
も
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市制施行60周年を
迎える野田の今

駅前広場を拡張し車の流れをスムーズに

  

川
間
駅
北
口
駅
前
広
場
を

  

１
・５
倍
に
拡
大

　

川
間
駅
は
、
市
内
６
駅
で
中
で
も
最

も
乗
降
客
数
が
多
い
駅
で
、
駅
勢
圏
の

広
が
り
は
野
田
地
域
北
部
と
関
宿
地
域

の
大
部
分
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、合
併
時
に
策
定
し
た「
新

市
建
設
計
画
」で
は
、
新
市
の
一
体
性

の
醸
成
、
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
の
重

点
事
業
と
し
て
、｢

川
間
駅
北

口
駅
前
広
場
の
整
備｣

を
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

駅
前
広
場
は
、
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
乗
降
場
や
一
般
車
・
企
業

バ
ス
送
迎
用
停
車
帯
な
ど
を
配

置
し
た
面
積
約
４
千
500
平
方
メ
ー
ト
ル

の
施
設
と
し
て
計
画
し
、
現
在
よ
り
も

１
・
５
倍
ほ
ど
の
広
さ
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
地
元
自
治
会
や
商
店

会
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を
開
催
し
、

都
市
計
画
変
更
の
手
続
き
を
経
て
、
事

業
用
地
を
確
定
す
る
た
め
の
測
量
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、駅
前
広
場
の
整
備
に
先
立
ち
、

東
武
鉄
道（
株
）が
事
業
主
体
と
な
り
、

22
年
度
竣
工
の
予
定
で
駅
舎
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

野
田
地
域
の
外
郭
環
状

  

道
路
の
完
成
に
向
け
て

　

船
形
吉
春
線
は
、
野
田
地
域
の
外
郭

環
状
道
路
の
一
部
に
位
置
付
け
ら
れ
、

川
間

地
区

　

川
間
駅
の
北
口
広
場
を
１
・
５
倍
に
拡
大
し
、
駅
前
の
利
便
性
を
図
る
と
と

も
に
、
市
・
国
の
補
助
に
よ
り
川
間
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
農
産
物
直
売
所「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田
」で
は
よ
り
一
層
安
全
・
安
心
な

農
産
物
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

県
道
・
我
孫
子
関
宿
線
の
船
形
地
先
と

国
道
16
号
の
吉
春
地
先
を
結
び
ま
す
。

　

全
長
千
100
メ
ー
ト
ル
の
本
線
は
、
17

年
度
か
ら
用
地
の
測
量
な
ど
本
格
的
な

建
設
事
業
を
開
始
し
、
25
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

船
形
吉
春
線
が
完
成
す
る
と
、
関
宿

地
域
の
南
東
部
か
ら
最
寄
り
の
東
武
野

田
線
・
川
間
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上

し
ま
す
。
ま
た
、
山
崎
吉
春
線
、
県
事

業
の
都
市
計
画
道
路
・
今
上
木
野
崎
線

の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
野
田
地
域
の
外

郭
環
状
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
市
内
の

交
通
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。    

完成すれば関宿地域の南東部から川間駅への
アクセスが向上


